
同志社大学経済学部同経会会則 

第１章  総  則 

第１条  本会は同志社大学経済学部同経会と称する。 

第２条  本会は会員相互の親睦をはかるとともに同志社大学及び同志社大学経済学部の発 

    展に寄与することを目的とする。                     

第３条 本会は前条の目的を達成するために下記の事業を行う。 

１．同志社大学経済学部、同大学院経済学研究科の教育活動と学生活動に対する 

   支援ならびに協力事業 

２．会報・名簿などの出版物の発行 

３．会員の親睦と情報交流ならびに研鑽事業 

４．その他本会の目的を達するに必要な事業 

第４条 本会は京都市上京区今出川通烏丸東入る玄武町 601番地 同志社大学経済学部内

に事務局を置く。  

第２章  会  員 

第５条 本会は下記の会員によって構成する。 

１．正会員 

（イ）同志社大学経済学部の卒業者 

（ロ）同志社大学法学部経済科、同志社大学法学部経済学科、同志社大学法経学

部経済学科の卒業者ならびに修了者 

（ハ） 同志社大学大学院経済学研究科の修了者 

（ニ） 本項の（イ）（ロ）（ハ）のいずれかに在学したことがある者、および経済

学部に直接関係のあった学部、学科の卒業者、または在学したことのある

者で入会を希望し、理事会の議を経て総会において承認された者 

２．特別会員 

   同志社大学経済学部の現職教員ならびに退職教員 

３．名誉会員 

   本会に特に功労ありと認められる者で総会によって承認された者 

第６条   正会員となる者は入会時に入会金を納入し、会費を納入しなければならない。 

入会金ならびに会費の金額は総会で決定し、納入方法は理事会で定める細則に 

よる。 

②会員に関する個人情報を適正に保護するために個人情報取扱に関する規程を

定める。 

第３章  役  員 

第７条 本会に下記の役員を置く。 

    １．会  長  １名 

    ２．副 会 長  若干名 



    ３．理   事  １００名程度（副会長、専務理事、執行理事を含む） 

    ４．専務理事  １名 

    ５．執行理事  ５０名程度 

    ６．委  員    若干名 

    ７．監  事  ３名以内 

    ８．名誉顧問  若干名 

    ９．顧  問  若干名 

    役員の任期は２年とする。ただし重任は妨げない。 

第８条 本会は総会の承認を得て名誉会長及び相談役を置くことができる。その任期は前

条を適用する。 

第９条  役員の選任方法ならびに任務は下記の通りとする。 

１．会長、理事および監事は総会において会員の中から選出する。 

２．会長は本会を代表し、会務を統括し、かつ総会、理事会を招集し、その議長

となる。 

３．副会長は理事の中から会長が指名する。副会長は会長を補佐し、会長に事故

あるときはあらかじめ会長が指定した順序に従って会長の職務を代行する。 

４．理事は理事会を構成し、会務について審議する。 

５．専務理事は理事の中から会長が指名する。専務理事は会務全般の調整を行う。 

６．執行理事は理事の中から会長が指名する。執行理事は会務を分担、執行する。

執行理事は会務執行に当たって必要のある場合には他の執行理事並びに委

員による委員会を組織することができる。 

７．委員は必要のある場合に会員の中から会長が委嘱する。委員は会務執行に関

して執行理事に協力する。 

８．監事は会計および財産の状況を監査し、監査結果を総会に報告する。 

９．顧問は重要な社会的活動をしている会員の中から理事会の議を経て会長が 

委嘱する。顧問は会長の諮問に応じ、会務全般について助言する。 

 

第４章  総  会 

第１０条 総会は定時総会と臨時総会とする。 

  総会は正会員によって構成する。 

第１１条 定時総会は毎年１回これを開く。 

     臨時総会は理事会が必要と認めた時に開く。 

     総会の招集通知は前年度会費を納入した正会員に対して期日より１０日前に発

送しなければならない。招集通知には総会開催の目的を示さなければならない。 

第１２条 総会の議事は出席している前年度会費納入正会員の過半数をもって決し、可否

同数の時は議長がこれを決する。 

第１３条 下記の事項は定時総会に提出してその承認を受けなければならない。 

１．前年度事業報告 

２．前年度会計報告 

３．新年度事業計画 

４．新年度収支予算 

第１４条 総会開催の都度議事録を作成し、議事録署名人が署名し、事務局に保管する。 



第５章   理 事 会  

第１５条 理事会は定時理事会と臨時理事会とする。 

      理事会は理事によって構成する。 

第１６条 定時理事会は毎年 1 回これを開く。 

      臨時理事会は会長が必要と認めたときに開く。 

理事会の招集通知は理事に対して期日より 10日前に発送しなければならない。

招集通知には理事会開催の目的を示さなければならない。 

第１７条 理事会の議事は出席している理事の過半数をもって決し、可否同数の場合は議 

長がこれを決する。 

第１８条 下記の事項は定時理事会に提出してその承認を受けなければならない。 

１． 前年度事業報告 

２． 前年度会計報告 

３． 新年度事業計画 

４． 新年度収支予算 

第１９条 理事会開催の都度議事録を作成し、議事録署名人が署名し、事務局に保管する。 

 

第６章   委員長会議 
第２０条 委員長会議は、会長、副会長及び専務理事、委員長をもって構成する。委員長

は委員会の担当役員の中から会長が指名する。 

      会長は必要に応じて、その他の役員の中から委員長会議に出席する役員を指名

することが出来る。 

第２１条 委員長会議は会長が招集し、その議長となる。 

第２２条 委員長会議は業務執行における以下の事項を決する。 

１． 理事会に上程する議事に関する事項 

２． 業務執行に関する重要な事項 

３． 資産管理に関する事項 

４． 会長、副会長、専務理事、監事候補者の推薦に関する事項 

５． 支部、委員会等の組織設置に関する事項 

６． 会則の施行について必要な事項 

７． その他会長が必要と認めた事項 

 

第７章   支  部 

第２３条 本会の目的を達成するため、支部を設置することができる。 

   



支部は、その地域に主たる活動の拠点を有する会員により組織され、広域性及

び地域としての一体性を有し、本会の目的に適合するものをいう。 

第２４条 支部の設立をしようとする者は、支部設置の申請を行い、委員長会議の審議を

得て。理事会の承認を得なければならない。 

第２５条 理事会は、前条の申請が次の各号に適合し相当と認めるときは、支部の設置を

承認するものとする。 

１． 支部設立の目的が本会の目的に適合すること 

２． 支部の規模として十分な活動が見込まれ、かつ継続性がみこまれるもの 

であること 

３． 地域が特定されていること 

 

第８章     会  計 

第２６条 本会の経費は入会金、会費、寄付金およびその他収入をもってこれに充てる。 

第２７条 本会の会計年度は毎年 4 月 1 日に始まり翌年 3 月 31 日に終る。 

第２８条 会長は本会の資産管理者となる 

。 

第９章  会則の変更 

第２９条 本会則は総会の決議によって変更することができる。 

 

 

付   則 

本会則は昭和 36年 11月 4日から実施し、下記の各年月に改正された。 

昭和37年11月。昭和40年5月。昭和48年10月。昭和50年6月。昭和51年10月。昭和55

年10月。昭和59年10月。昭和63年3月。平成9年4月。平成13年5月。平成16年5月。

平成18年5月。平成25年6月。平成28年6月。平成30年6月。平成30年6月2日 

本会則は、令和７年7月26日から改正施行する。 

 

 

 

 

 

 



同志社大学経済学部同経会会費規程 

 

第１条 本会会費は次の通りとする。 

１．入会金（Ｗｅｂ終身会費含む）１５,０００円 

    ２．終身会費  ５,０００円 （Ｗｅｂ限定会員） 

      郵送希望の場合は、５年ごとに購読料５,０００円が別途必要 

    

第２条 本会費規程は総会の決議によって変更することができる。  

 

付則  本規程は令和３年１０月２日から実施する。 

    本規程は令和４年７月９日から実施する。 


